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署文學の薦め
會員　萩　井 俊　雄
　天続字の奨めε云ふ事に就いて，本嬉々員
の誼しみか以て少しく私に意見た述べさして
下さい。
　現在杜會各方面に於て獲刊ぜられて居る幾
多の機關雑誌匡，其の種類の如何ゐρ両匡す・
何れも多くの讃者た有して居りますが・止り
此の吾人が最も高爾にして將冗語も必要ビ考
へられゐ天文學［：接する雑誌「天界」等が其の
割合に多くの蔽者た有ナこす，勿論天：文學の普
及につれて段々其の数た・櫓嚇して居りますが
認れでも日本全國で二千人にも足らぬε云ふ
状態であります。之れ1ミ現口本の科學普及の
程度にも因りますが，其の理由に何邊：にある
にしても，遺｛感に思ひます。ビ同H・3　［：，其の
少ない理由も之れ．に醤すろ奨働普及の道を具
瞠的に講究するのも無盆でにないE考へます
央れに就きまして1ill，竃接，洞輪島に於軍（iミ
夫々種々御研究の事’L“　（t存じますが・素人即
ち會誌覇者側の立場にある私共の意見なも御
仁…照あらば，叉ナこ，何かの御塗考にな聾」にす
決いか鷲叢に靱か意見奄述べさして戴く次第
であります。
PtC護潜た」曾す亡云ふ事ば一面に於’くほ天文：
　　學の気門的斎事存幾分俗化しなければな
　　らぬミ云ふ不便ば俘なひますが・日本の
　　科園主知識程魔が建米の夫によりも一一般
　　［：　i；れて居ろこ定に想到ぜば，之か俗化
　　しても多くの讃者炬得て其の普及を計ろ
　　こそ却って國家的にに至営の分別である
　　ご考へます。此の意味で讃露な増すには
　：先づ素人の台員にして，両かも何人も多
　少有すろ塒の天界の紳秘に煙れて見’たい
　　ぜ云ふ好奇心ビ天岡目味～三か啓i愛すろ醗
　の読事准天界に可成く多く載ぜるこビで
　あろ建考へますG此の目的の爲めに擾大
　ゼる天盤誌翼四が最も適し’六ものであり
　　まぜう。而して，之れに其の實際の大さ
　75efiす天彊尺度の度盛り准附して其の偉
　大の様を具盤的に示す事でdう。Sl；れに
　次いで匡其の圖の説明でありまぜう。
二，「天界」羅誌の巻頭に毎度掲げられてある
　　會則の外に，更にL天丈學の奨め」ごでも
　　題して，八丈學に封ずろ一般趣味の普及
　　た讃者に野らしめ，一三直ちに天：交簗の
　　崇高にして偉大なる科學であるかか知ら
　　しむる探の一丈を毎春に添へて［i如何で
　　すか。此の頁に色紙な使用し，天文：憩秘
　　為・表示すろ門衛酌画匠か凝らぜば更に妙．
　　でありまぜうσ私t工・天丈學なうもの匡
　　一方より見れば崇高偉大の臨月であり，
　　他方より見れば瀞秘の詩であるt考へま
　　す。會則の條丈丈けで（t，素人思者1こ，
　　天丈學二二昧乾燥なるもの虚云ふ誤つれ
　　第一印象71e興へ1施ぬ耀馴／txます。
三，人の向上心好奇心並に之に附為する磁味
　　なうものli・停止するこ定の出口澱もの
　　ビ考へます。太古よリ此の方庇の地上世：
　　界の學究に一通りの解決た見れば・其の
　　知識慾好奇心の向ふ所に巨艦でありまぜ
　　う。挙面的の地上の探究から立骨｛1的の宇：．
　　宙の探究に進むのが自然の勢でありまぜ．
　　う。此の上にAs　RP世界の石炭燃料埋藏量
　　i－Jl漸次峡三野卜すこし太陽熱の利用法に
　　二者の眼か集申さぜて來て居ります。嫌
　　でも癒でも太陽研究生星研究の實際激會
　　問題が出現ぜられなければならua時世に
　　趣9つ・あるご考へられます。而しrc・
　孔孟學なるものが，革に專門家の科學に
　　罪すして拙會學の一門S化しつ㌧あろの
　　であろビ考へ：られます。更に二三醗ぜば．
　電子論の機展あり。小は極小の’L子よリ
　大に無相の宇宙に到るまでlt吾人が之か．
　取扱はねばなら沁時代ざなり，更に遽ん
　で1［，殴哲アインシタインの四次元世界
　観が出現すろε云ふ有様にて・何れも天
　文學に多少の關係な搏ち，又ナこ一一方・天
　齢の碍究ば地球の研究Sなり，地球の班
　究に天文學医して地質學の鎮域に其の研
　究範園祉損め測ゴならす，先年の大地震
　　ば叉ずこ天丈學者炬して之潜蜀岸の火事覗．
129
　　する能匡ざる情況rtなり藻し7こ。是れ今
　　や天文學が實際肚會の必要科學定なりま
　　しナこ誼擦であります。今後数年た出です
　　して天丈學に学用科學iSlして，物質的に
　　も精赫的t：も砒會た指導すべき橿要事項
　　亡なり，其の獲展期して待つべし亡考へ
　　られます。之れに強かち空mai：非す定信
　　する次第で，從ってL天界1の使命盆々重
　　且つ大なるべきた思ひます。何卒此の意
　　味に於て本四の盆々強固盛大ならむご亡
　　ゐ9誠意祈ろ次第であります〇
四，同好會の現1決に於て匡現在の「天界」袖乞
　刊な精一杯書考へられますが，滝次盛大
　に赴くに僻…なひ，雑誌の紙鍛ゐρ檜漏し，
　會費の如きも更に5曾加し，爾ほ一般讃者
　（會員）にも自由に意見の開陳や質問欄或
　に配置の獲表欄為・設け，而かも，俗に走
　らづ㌔：專門的1：偏ぜす，趣味のうちにi斬
　次斯學哩）向上孟趣味の普及S｝）5fh計られむ
　ごピ為熱望至宰しま、ず。
長71らしき駄文な御許下さい。　終りに望
み，會経螢の任に當らろs諸賢の御健康
為斬り．ます。　　（終）
繕海の孤島では人間が重くな播
　科學界で詔めら一等ラム博士の凱説
『あろ奇妙な科學的ニュースが，それ，ば最近
英國の有名なろ数傷者であり，現在大莫科學
奨励臨急であるピころのホレイス・ラム博士
によって報道ぜられて深い興味た學界にびき
起こしすご。それに去年博士が・この會の創立
に際して多くの；有名な科學者の前で講演しすこ
ものであって，ま力極めて新らしい學翫であ
る。
　一思すでに諸君が常識的に知ってゐられる
如く，われVがい1工ゆる水亭線を離れて上
方に行けば行くほこ，われ〉の蜜蜂に輕く
なるのが原則である。何εなれば上に登れば
登るほこ・われ一の獅地球の中・i）・より多
少亡も蓮ざかり，從って地球よリ受ける引力
が減少すろわけであるから。
　この原班が眞實であろ亡すれば，世界中こ
この土地においても，高度等しき所において
匡，同一物の日方に必ず等しくなければなら
ぬ。實際今まで何人もこの原理か疑ふ者匡な
かつずこのである。然るにそれ，に封してラム博
士が突然反封た申し出山ので，論箏をひき起
こしずこのも無理匡ない。
　即ち博士のいふ所で1工，われわれの膿重匡
同等の高所においても違ふ場合が屡々あろ，
例へば大海中の孤島（ハフイやその他の如き）
におけみ定，他の大陸の山脈地帯上の同一高
度における亡しt，その間に差のあるこぜ忌み
ミめぬわけに勤行かnビいふのである。帥ち
諸君の齢の目方｛工紹海の孤r｝1：おけるiS・日
本内地におけるビ相異があろこ定になる。勿
論この雨者の差異ば決して著しいものでにな
い。しかし差異のあろこ亡にもit・peeふ畑地
ほない。すでにこの新跡座ば，来國海岸測地
會の學者や正心の測量熟練家によって，幾度
も精密1：研究調査たされ六〇博士膚．ら口：明ら
かにいってみるO
『こt’L（IL決して偶然の事女でになゼ。われわ
れ［tすでにあまり1：多くの調査の結果為持っ
てるるのであろ』。
　然らば博士の論櫨は何であろかSいふに，
概して，世界の大洋の海床ごいふものに，比
較的緻密な，そして重い物質なもって，地下
約六十マ1ツまで成り立ってるるが，これに
反して山岳地方におい一’（　it，地下六十マイル
の物質に概して輕く，粗な性質のものなので
ある。然るに元來軽くして粗なろ物質匡，重
くして緻密なる物質に比して地球の引力准受
けにくい。即ち山岳地方の物禮に，海洋の孤
島等における物狸よりは輕いSいふ結果にな
る。（勿輪同一高所において）oもつビも地質
の朕態に地球上千差萬別であるから紹海の孤
島［tすべてさうであろ劃工いへないのであろ
が，大洋の無論に原則Sして密度が濃い物質
よリ出來てるる故に，．その一部門海上に突起
して出來ナこ孤島において1！，以上の原」．e（it大
髄においてあてばまる：Leいふごビが出旧るの
である。．41（或る薪聞記事）
　註　此の観の根端にイソスタシ1説
（ISOSIasy）S言って，饒り新しい説では無いの
でおって，1860年頃から英國の店者ナこちに唱
へられすこものであるが，近來，新槻測1：よっ
て盆々確立し7：。（山）
